
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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滋賀県立大学生協

下宿生交流会
取り組み概要

日時：2022年4月5日(火)
(午前)10:00～12:30、(午後)14:00～16:30
場所：大学構内 A2棟ｰ202教室
参加者数や組合員の反応：午前午後合わ
せて150名ほどの参加がありました。

POINT.1

大学の入学と同時に下宿生活を始める、という新入生に向けて、こ
の交流会では「より身近に仲間の存在を感じてもらう」ために、近く
に下宿している人たち同士で班構成を行い、ゲームなどを通して交流
していました。
何があるかわからない4年間の大学生活を前に、近くに仲間の存在

を感じることができる機会を作ることで、新入生同士のコミュニティ
形成に繋げることができていました。

初めての一人暮らしに向けて

POINT.2

新入生同士のコミュニティ形成に加えて、便利グッズやおすすめの
レシピ、アルバイトを選ぶコツなど、下宿生活をしていく上で知って
おくとよい情報についての紹介も行われていました。
わからないことがたくさんある新生活の中で、必要な情報を絞って

参加者に伝えることができており、不安を解消するためのアプローチ
を行うことができていました！実際に下宿生活を送っている先輩から
の声を聞くことができる機会にもなっていました！

必要な情報を先輩目線から

背景や概要：4月から下宿生活を始める新
入生に対して、下宿をするうえで知って
おいた方がいい情報を先輩学生から伝え
つつ、参加者同士のコミュニティ形成の
ためにゲームも行った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 柿平 聖矢 ] 

Kakihira.Seiya@univ.coop

POINT.3

今回の下宿生交流会を見据えて、昨年の10月頃から「初めて自炊す
る人でも簡単に自炊ができるように」と、レシピ集を作成しました。
10種類以上ものレシピが紹介されており、材料の配分なども書かれて
いるため、新入生に寄り添って作成されているものになっていました。
こちらのレシピ集は、今回の下宿生交流会に参加した新入生全員に

配布されました。交流会内でレシピを紹介するだけでなく、実際に配
布して料理できるようなアプローチを行えているのが素敵ですね！

レシピ集の配布で健康な生活を
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